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「骨太の方針2026」と今後の労働

時間法制の見直し 

 

◆労働時間法制の見直し方針 

「経済財政運営と改革の基本方

針2026（骨太の方針2026）」では、「心

身の健康維持と従業者の選択を前

提に、柔軟で多様な働き方を実現す

るため、労働時間法制等に係る政策

対応について、夏以降の労働政策審

議会で議論を行う」とされ、同日閣

議決定された「日本成長戦略」に、

その政策に関する具体的な内容が

示されています。 

 

 

◆裁量労働制・変形労働時間制

の見直し 

裁量労働制については、健康確保

や長時間労働防止、適切な処遇確保

などの措置を前提に、対象の在り方

について、見直しを検討します。 

変形労働時間制については、他律

的な要因に十分対応できていない

現場の実態や、労働者の生活時間や 

 

 

勤務予定の予見可能性に留意しつ

つ、見直しを検討します。 

 

◆柔軟で多様な働き方の実現

に向けて 

さらに、連続勤務規制や勤務間イ

ンターバル制度、「つながらない権

利」、副業・兼業時の健康確保、テレ

ワークに対応した労働時間管理な

どについても、労使双方の意見を踏

まえながら制度の在り方を検討し

ます。 

 

◆企業は今後の動きに備える

必要あり 

法改正ではなく、労働時間制度の

運用について、時間外労働の実態を

踏まえた、36協定の締結や柔軟な労

働時間制度の活用について相談支

援の充実を速やかに実施するとの

方針が示されています。あわせて、

労働基準監督署が重大・悪質な事案

に対しては厳正に対応しつつ、労働

時間や労働者の健康確保措置に関

する労使の合意に則った指導が行

われるよう速やかに見直す、とも示

されています。情報をチェックして

おくとよいでしょう。 
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